
Ⅰ．口演（学会、国際学会、講演、一般向け講演会、一般向け公開講座	 等） 
 

永本敏之：IOL の変遷と今後（教育講演）．第 63 回日本眼科医会生涯教育講座，名古屋，平成

24 年 4 月 1 日．	 

	 

中山京子，井上真，平形明人：脈絡膜骨腫の自発蛍光所見の有用性．第 116回日本眼科学会総
会，東京，平成 24 年 4 月 5-8 日． 
 
永本敏之：小児の白内障手術（教育セミナー「白内障手術	 難症例」）．第 116 回日本眼科学会

総会，東京，平成 24 年 4 月 5-8 日．	 

	 

渡辺交世，慶野博，瀧和歌子，越前成旭 1，岡田アナベルあやめ（1 聖路加国際病院）：インフ

リキシマブ治療を導入した若年性ベーチェット病ぶどう膜網膜炎の２症例．第 116 回日本眼科

学会総会，東京，平成 24 年 4 月 5-8 日．	 

	 

井上	 真：増殖硝子体手術侵襲の評価「増殖性疾患の手術」．第 116 回日本眼科学会総会

シンポジウム，東京，平成 23 年 4 月 5-8 日．	 

	 

慶野博：シンポジウム 12	 眼炎症疾患のメカニズム最前線レチノイドによる眼炎症性疾患の制

御．第 116 回日本眼科学会総会，東京，平成 24 年 4 月 5-8 日．	 

	 

Hirakata A: Complications of vitrectomy for traction maculopathy in high myopic eyes. The 27th Asia 

Pacific Academy of Ophthalmology Congress, Busan Korea, Apr. 13-16, 2012. 

 

Konno K, Hirakata A, Joshita T, Okisaka S1 (1 Ophthalmic Pathology Education Laboratory): Clinical 

and pathological analysis of malignant melanoma of lacrimal sac. The 27th Asia Pacific Academy of 

Ophthalmology Congress, Busan Korea, Apr. 13-16, 2012. 

 

Inoue M, Kawamura R1, Shinoda K1,2, Noda T3, Hirakata A(1 Department of Ophthalmology, Keio 

Univ School of Med, 2 Department of Ophthalmology, Teikyo Univ School of Med, 3 Departement of 

Ophthalmology, National Hosp Organization Tokyo Medical Center): Reproducing subjective visual 

sensations experienced during vitreous surgery. The 27th Asia Pacific Academy of Ophthalmology 

Congress, Busan Korea, Apr. 13-16, 2012. 

 

Nakayama K, Inoue M, Hirakata A, Keino H, Okada AA: Fundus autofluorescence findings in casea of 

Choroidal Osteoma. The 27th Asia Pacific Academy of Ophthalmology Congress, Busan Korea, Apr. 



13-16, 2012. 

 
Okada AA：｢Update on epidemiology, evaluation and treatment of uveitis｣、｢Vogt-Koyanagi-Harada 

disease, Behcet’s disease, and scleritis｣,Retinal Update Course,Honolulu, Apr 14.2012  

 

Hirakata A, Taniuchi S, Inoue M, Hirota K: Myopic traction maculopathy. Duke Eye Center 17th 

Advanced Vitreous Surgery Course, Durham USA, Mar. 3-5, 2012. 

 

Hirakata A: Vitrectomy without laser treatment or gas tamponade for optic disc pit maculopathy. Duke 

Eye Center 17th Advanced Vitreous Surgery Course, Durham USA, Mar. 3-5, 2012. 

 

Itoh Y, Inoue M, Rii T, Hirakata A Significant correlation between the repair of cone outer segment : 

and visual recovery after surgery for epiretinal membrane. ARVO Annual Meeting, Florida, USA, 

May 6-10, 2012. 

 
平形明人：乳頭形態異常に伴う網膜剥離における眼内液と脳脊髄液の交流の可能性．第 57 回
山陰眼科集談会，第 86回鳥取大学眼科研究会，米子市，平成 24年 5月 13日． 
 
今野公士：眼瞼疾患の症例提示．4th Eye Center Summit，東京，平成 24年 5月 19日． 
 

岡田アナベルあやめ：｢非感染性ぶどう膜炎に対する薬物治療｣．平成 24 年度九州ブロック眼

科講習会｢眼科薬物治療の進歩｣，福岡，平成 24 年 5 月 27 日．	 

	 

米谷昇子 1，阿部晶子 1，鳥村祥子 1，山本亜希子，岡田アナベルあやめ（1 杏林大学付属病院

1-5 病棟）：硝子体注射を受ける患者への取り組み～看護師の個別の関わりの導入～．第 28 回

日本眼科看護研究会，大阪，平成 24 年 6 月 2-3 日．	 

 
永本敏之：IOL の形状と後発白内障抑制（シンポジウム「後発白内障抑制と治療の進歩」）．第

27 回日本白内障屈折矯正手術学会・第 51 回日本白内障学会，東京，平成 24 年 6 月 15-17 日．	 

	 

永本敏之：眼内レンズ交換（シンポジウム「眼内レンズ挿入術後屈折誤差への対処法」）．第 27

回日本白内障屈折矯正手術学会・第 51 回日本白内障学会，東京，平成 24 年 6 月 15-17 日．	 

	 

永本敏之：超高齢者、認知症（シンポジウム「難症例への白内障」）．第 27 回日本白内障屈折

矯正手術学会・第 51 回日本白内障学会，東京，平成 24 年 6 月 15-17 日．	 

	 



永本敏之：整容的白内障手術（アフタヌーンセミナー「白内障手術体験アンビリバボー3」）．

第 27 回日本白内障屈折矯正手術学会・第 51 回日本白内障学会，東京，平成 24 年 6 月 15-17

日．	 

	 

二宮夕子，松木奈央子，渡辺交世，並木泉，永本敏之：杏林アイセンターにおける水晶体嚢内

摘出術（ICCE）の成績．第 27 回日本白内障屈折矯正手術学会・第 51 回日本白内障学会，東京，

平成 24 年 6 月 15-17 日．	 

	 

 
Hirakata A, Ohno-Matsui K1, Inoue M, Ishibashi T2(1Department of Ophthalmology and Visual Science, 

Tokyo Medical and Dental University, Tokyo, Japan, 2Department of Ophthalmology, Kyushu 

University, Fukuoka, Japan): Swept Source Optical Coherence tomography findings for ecaluation of 

abnormal structure of  optic disc pits.  the 28th Meeting of the Clus Jules Gonin, Reykjavik Iceland, 

Jun. 20-23, 2012. 

	 

永本敏之：種々の難症例に対する白内障手術．（特別講演）第 17 回とやま眼科学術講演会，富

山，平成 24 年 6 月 23 日．	 

	 

岡田アナベルあやめ：｢AMD の治療：光と陰｣．府中市医師会眼科部会学術勉強会，府中，平成

24 年 6 月 30 日．	 

	 

岡田アナベルあやめ：｢ぶどう膜炎の CME｣．第４回大阪黄斑セミナー，大阪，平成 24 年 7 月 7

日．	 

	 

肥留川京子，慶野博，渡辺交世，瀧和歌子，平形明人，岡田アナベルあやめ：網膜動静脈閉塞

症に対してステロイドパルス療法が奏功した SLE 網膜症の 1 例．第 46 回日本眼炎症学会，横

浜，平成 24 年 7 月 14-15 日．	 

	 

慶野博，渡辺交世，瀧和歌子，岡田アナベルあやめ：インフリキシマブ長期投与ベーチェット

病患者の蛍光眼底造影像の推移．第 46 回日本眼炎症学会，横浜，平成 24 年 7 月 14-15 日．	 

	 

慶野博：特別講演ベーチェット病治療の最近の進歩．第9回免疫疾患フォーラム，筑波，平成

24年7月19日．	 

	 

山本亜希子：AMD治療のタイミング．調布市眼科医会学術講演会，調布市，平成24年7月19日．	 

	 



山本亜希子，岡田アナベルあやめ，利井東昇，國田大輔，横田怜二，杉谷篤彦：｢難治性滲出

型加齢黄斑変性に対する ranibizumab 併用 PDT 後の治療反応｣．第 29 回眼循環学会，秋田，平

成 24 年 7 月 27-28 日．	 

	 

永本敏之：水晶体疾患．平成 24 年度卒後研修会，東京，平成 24 年 7 月 28 日．	 

	 

渡辺敏樹，気賀沢一輝，横田怜二：側頭動脈炎に伴う前部虚血性視神経症の２症例.第 28

回真鶴セミナー,茨城,平成 24 年 7 月 28 日.	 

	 

永本敏之：白内障難症例への対処．（特別講演）順天堂練馬病院眼科学術講演会，東京，平成

24 年 8 月 2 日．	 

 

Inoue M:Advancement of Microincision Vitrectomy Surgery．Tianjin International Ophthalmology 

Forum 2012, Tianjin, China, Aug 3-5, 2012.  

 
今野公士：メヂカラ in the life．日本眼科学会主催箱根サマーキャンプ，箱根，平成 24年
8月 5日． 
	 

井上	 真：「ピットの底」第１１回信濃町網膜研究会．東京，平成 24 年 8 月 10 日．	 

	 

永本敏之：難症例の白内障手術．（特別講演）北大 ALCON セミナー，札幌，平成 24 年 8 月 11

日．	 

 
平形明人：乳頭 Pitの Swept Source OCT所見．第 14回 Japan Macula Club，蒲郡，平成 24
年 8月 18-19日． 
	 

井上	 真：「アキュフォーカス挿入眼の眼底視認性」第 14 回 Japan	 Macula	 Club．蒲郡，

平成 24 年 8 月 18−19 日．	 

 
永本敏之：白内障難症例．（特別講演）札幌眼科手術の会セミナー，札幌，平成 24 年 8 月 25

日．	 

 
Inoue M, Itoh Y, Watanabe N, Hirakata A: Wound closure evaluated with twe different types of optical 

coherence tomography.  the 30th ASRS Annual Meeting 2012, Aug. 25-29, 2012. 

	 

井上	 真：「小切開硝子体手術の進歩」第 3 回秋田県網膜硝子体研究会.	 秋田，平成 24 年



9 月 1 日．	 

	 

井上	 真：「硝子体手術最新手技」,	 第 5 回 Next	 generation	 Workshop,	 平成 24 年 9 月．	 

	 

永本敏之：最新の白内障手術での眼内レンズの選択肢と手術後の見え方．（市民公開講座）「最

新の白内障手術を知ろう」大阪，平成 24 年 9 月 3 日．	 

 
満川忠宏，柳沼重晴，今野公士，松崎淳，渡邉敏樹，気賀沢一輝，石田正 1)，大石知瑞子 2) ，
平形明人( 1)杏林大皮膚科，2)杏林大神経内科)：水痘・帯状疱疹ウイルス感染を契機とした
眼窩先端部症候群の 1例，東京，平成 24年 9月 4日． 
 
今野 公士：身近な眼瞼、涙道疾患および眼窩疾患.	 日本アルコン社内学術講演，東京，平
成 24年 9月 5日． 
 
平形明人：糖尿病網膜症治療の現状．第 10回記念南多摩糖尿病教育研究会，多摩市，平成 24
年 9月 6日． 
 

五月女典久：公立阿伎留医療センター眼科の現状．西多摩地区病診連携会，立川，平成 24

年 9 月 6 日．	 

 
Matsuki N, Watanabe T, Ninomiya Y, Inoue M, Nagamoto T:Cataract surgery in eyes with a low 

corneal endotheal cell density. ⅩⅩⅩ congress of The European Society of Cataract & Refractive 

Surgeons, Milan, Sep 8-12. 2012. 

 

Ninomiya Y, Matsuki N, Watanabe T, Namiki I, Inoue M, Nagamoto T:Cataract surgery in eyes 

with congenital aniridia. ⅩⅩⅩ congress of The European Society of Cataract & Refractive 

Surgeons, Milan, Sep 8-12. 2012.  

 
	 

山本亜希子：私達のルセンティス治療経験から-aggressive	 PRN のすすめ-．第 3 回宮崎 AMD

研究会，宮崎，平成 24 年 9 月 22 日．	 	 

	 

井上	 真：「小切開硝子体手術の進歩」第 16 回網膜硝子体セミナー．東京，平成 24 年 10

月 4 日．	 

 
Okada AA, Goto H, Ohno S, Mochizuki M, Ocular Behcet’s Disease Research Group of Japan：



｢Multicenter study of infliximab for refractory uveoretinitis in Behcet’s Disease｣, The Retina Society 

45th Annual Scientific Meeting,Washington DC, Oct 4-7.2012. 

	 

尾形真樹，山本亜紀子，新井千賀子，岡田アナベルあやめ，平形明人，小田浩一：抗新生血管

療法により視力改善したが読書には拡大鏡が必要であった加齢黄斑変成の一例．第１３回日本

ロービジョン学会学術総会，東京，平成 24 年 10 月 6-7 日．	 

	 

Ogata M, Yamamoto A, Arai C, Okada AA, Hirakata A, Oda H. [A patient with age-related macular 

degeneration treated with anti-neovascular membrane therapy requiring magnifying glasses for reading 

despite improved visual acuity] 10th General Meeting of the Japanese Low Vision Society, Tokyo, Oct 

6-7.2012. 

	 

井上	 真：「小切開硝子体手術の進歩」．第 75 回香川大学眼科研究会．香川，平成 24 年 10

月 13 日．	 

 
満川忠宏，柳沼重晴，今野公士，松崎淳，渡邉敏樹，気賀澤一輝，平形明人：水痘帯状ヘルペ

スウィルス感染を契機とした右眼窩先端症候群の 1 例．第 55 回東京多摩地区眼科集談会，三
鷹市，平成 24年 10月 13日． 
 
斎藤恒浩，廣田和成，井上真，平形明人，野村昌弘 1（1共済立川病院）：von Hippel Lindau
病の傍乳頭血管腫に対する治療経験．第 55 回東京多摩地区眼科集談会，三鷹市，平成 24 年
10月 13日．  

 
山本亜希子，岡田アナベルあやめ，利井東昇，國田大輔，横田怜二，杉谷篤彦 1（1久我山病院）：

網膜血管腫状増殖に対する ranibizumab 単独療法の治療経過．第 66 回日本臨床眼科学会，京

都，平成 24 年 10 月 24-28 日．	 

	 

慶野博，渡辺交世，瀧和歌子，岡田アナベルあやめ：EDI-OCT を用いた交感性眼炎回復期の脈

絡膜厚の評価．第 66 回日本臨床眼科学会，京都，平成 24 年 10 月 24-28 日．	 

 
大槻勝紀 1，鈴木直洋 1，藤井澄 1，土ヶ内建史 1、宇田重員 1，平形明人（1二本松眼科）：網膜

静脈閉塞症の他眼における超広角走査レーザ蛍光眼底造影所見．第 66 回日本臨床眼科学会，
京都，平成 24年 10月 25-28日． 
 
横田怜二，平形明人，廣田和成，利井東昇，伊東裕二，國田大輔，折原唯史，井上真：強度近

視性牽引性黄斑症の摘出内境界膜の組織学的検討．第 66回日本臨床眼科学会，京都，平成 24



年 10月 25-28日． 
 
今野公士，柳沼重晴，平形明人，近藤義之 1（1近藤眼科）：慢性涙嚢炎に対する涙道内視鏡観

察下シリコンチューブ挿入術の治療経験．第 66回日本臨床眼科学会，京都，平成 24年 10月
25-28日． 
 
安藤良将，久須見有美，柴田朋宏，井上真，平形明人，大野京子 1（1東京医歯科・眼科）：非

強度近視眼の intrachoroidal cavitationに合併した黄斑剥離の治療経験．日本強度近視眼底研
究会，第 66回日本臨床眼科学会，京都，平成 24年 10月 25-28日． 
 
折原唯史、廣田和成、国田大輔、伊東裕二，横田怜二，利井東昇，村井秀樹，柴田朋宏，平岡

智之，井上真，平形明人：杏林アイセンターの強度近視眼の裂孔原性網膜剥離の統計．日本強

度近視眼底研究会	 第 66回日本臨床眼科学会，京都，平成 24年 10月 25-28日． 
 
永本敏之：小児対策（シンポジウム「白内障手術の周術期管理」）．第 66 回日本臨床眼科学会，

京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

	 

永本敏之：眼内レンズ交換（インストラクションコース「難症例・合併症例の白内障手術」）．

第 66 回日本臨床眼科学会，京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

	 

永本敏之：白内障手術における Viscoadaptive 型 OVD の有用性．（ランチョンセミナー

「Viscoadaptive 型 OVD の使い手になろう」第 66 回日本臨床眼科学会，京都，平成 24 年 10

月 25-28 日．	 

	 

松木奈央子，渡辺交世，柳沼重晴，永本敏之：先天白内障眼の角膜乱視．第 66 回日本臨床眼

科学会，京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

	 

城下哲夫，柳沼重晴，渡辺交世，松木奈央子，永本敏之：超高齢者の白内障手術．第 66 回日

本臨床眼科学会，京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

	 

渡辺交世，松木奈央子，柳沼重晴，永本敏之：認知症の白内障手術．第 66 回日本臨床眼科学

会，京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

 

五月女典久，堀江大介，村井顕子，山口靖子，稲見達也，吉野啓：杏林アイセンターにお

ける線維柱帯切開術の検討．第 66 回日本臨床眼科学会，京都，平成 24 年 10 月 25-28 日．	 

	 



江本宜暢,	 笹井英明,	 山添克弥,	 鎗田理沙,	 堀田順子,	 堀田一樹：Leber 特発性星芒状視神経

網膜炎のスペクトラルドメイン OCT．第 66 回日本臨床眼科学会、京都、平成 24 年 10 月 27 日.	 

	 

慶野博：特別講演難治性眼炎症疾患に対する新しい治療戦略-基礎研究からのアプローチ-．第

33回	 西中国眼疾患フォーラム，宇部，平成24年11月1日．	 

 
新井千賀子，尾形真樹，小田浩一 1，井上真，岡野芝子，平形明人，石田均 2（1東京女子大，2

杏林大・糖尿病・内分泌・代謝内科）：糖尿病網膜症患者の Quality of Lifeの分析．第 27回日
本糖尿病合併症学会第	 18回日本糖尿病眼学会総会，福岡，平成 24年 11月 2-3日． 
  
伊東裕二，伊東真知子，井上真，勝田秀紀 1，石田均 1，平形明人（1杏林大・糖尿病・内分泌・

代謝内科）：増殖糖尿病網膜症に対する硝子体手術の予後と術前眼科通院のコンプライアンス

との関係．第 27 回日本糖尿病合併症学会第	 18 回日本糖尿病眼学会総会，福岡，平成 24 年
11月 2-3日． 
 
小沼裕寿 1，高橋和人 1，勝田秀紀 1，田中利明 1，西田進 1，犬飼浩一 1，石田均 1，國田大輔，

折原唯史，廣田和成，平岡智之，井上真，平形明人（1杏林大・糖尿病・内分泌・代謝内科）：

インクレチン関連薬投与における糖尿病網膜症進展抑制に関する観察研究．第 27 回日本糖尿
病合併症学会第 18回日本糖尿病眼学会総会，福岡，平成 24年 11月 2-3日． 
 
平形明人：糖尿病網膜症の現状と病診連携．第 18回日本糖尿病眼学会総会，福岡，平成 24年
11月 3日． 
 
今野 公士：社内招聘勉強会〜眼瞼眼窩疾患にムコスタ点眼を使用してみて〜．大塚製薬社
内学術講演，立川市，平成 24年 11月 7日．  
	 

廣田和成，慶野	 博，井上	 真，渡邊	 卓，石田	 均，平形明人：眼内における

microRNA(miRNA)の発現解析．第 41 回杏林医学会総会，平成 24 年 11 月 14 日．	 

	 

渡辺敏樹，気賀沢一輝，吉川泉，平形明人：レーベル病の高齢女性に発症した抗アクアポ

リン 4 抗体陽性視神経炎の 1 例.第 50 回日本神経眼科学会,京都,平成 24 年 11 月 17 日.	 

	 

	 

新井千賀子，尾形真樹，田中恵津子，小田浩一，岡田アナベルあやめ，平形明人：加齢黄斑変

成のロービジョンケア介入前の Quality	 of	 Life(QOL)の特徴．第５３回日本視能矯正学会	 ，

横浜，平成 24 年 11 月 10-11 日．	 



 
金崎有祐，大橋和広，大川原潤，大澤亮子，湯口琢磨，大城三和子，海谷忠良：トー	 

リック IOL の術後成績．第 29 回遠州眼科医会集談会，静岡，平成 24 年 11 月 17 日．	 

 
伊東裕二，井上真，平形明人：眼底画像診断機器の進歩．第 14 回西東京眼科フォーラム，武
蔵野市，平成 24年 11月 21日． 
	 

利根川美香，鈴木由美	 :	 当科斜視弱視外来の現況（斜視症例呈示）．第 14 回西東京眼科フォ

ーラム，東京，平成 24 年月 11 月 21 日．	 

 
平形明人：バックリング手術の実際.第 51回日本網膜硝子体学会総会，甲府市，平成 24年 11
月 30日． 
	 

山本亜希子	 岡田アナベルあやめ	 利井東昇	 横田怜二	 杉谷篤彦：滲出型加齢黄斑変性に対

するranibizumab硝子体内投与3年間の治療成績．第51回日本網膜硝子体学会総会，甲府，平成

24年11月30日-12月2日．	 

 
平形明人：進化しつづけるMIVS.第 51回日本網膜硝子体学会総会，甲府市，平成 24年 12月
1日． 
	 

岡田アナベルあやめ：｢蛍光眼底造影検査の読影（確定診断）｣．眼科 PDT 講習会，東京，平成

24 年 12 月 9 日．	 

 
平形明人：網膜疾患の治療方針	 最新情報	 ―高度近視・黄斑分離症・黄斑円孔網膜剥離―．

第 34回城南眼科集談会，東京，平成 24年 12月 13日． 
	 

岡田アナベルあやめ：｢AMD 治療の進歩、課題と最新情報｣．第 34 回城南眼科集談会，東京，平

成 24 年 12 月 13 日．	 

	 

井上	 真：ファイザーランチョンセミナー．みんなが聞きたい 25GMIVS の特殊手技「黄斑

下血腫の対する治療方針」.福岡，平成 25 年 1 月 25 日．	 

 
柳沼重晴，永本敏之，東	 範行 1)	 ：全国調査結果から見た日本における先天白内障の特徴．

1)：国立成育医療研究センター眼科，第 36 回日本眼科手術学会，福岡，平成 25 年 1 月 25-27

日．	 

	 



渡辺交世，松木奈央子，柳沼重晴，並木泉，永本敏之：Ozil	 Custom	 Pulse	 Mode と IP の比較

－累積使用エネルギーおよび角膜内皮減少率．第 36 回日本眼科手術学会，福岡，平成 25 年 1

月 25-27 日．	 

	 

永本敏之：浅前房、IMS（教育セミナー：	 難症例に対する白内障手術）．第 36 回日本眼科手

術学会，福岡，平成 25 年 1 月 25-27 日．	 

	 

江本宜暢,	 笹井英明,	 山添克弥,	 鎗田理沙,	 堀田順子,	 堀田一樹：アマンタジンによる角膜浮

腫症例に対する硝子体手術．第 36 回日本眼科手術学会総会、福岡市、平成 25 年 1 月 26 日	 

	 

井上	 真：VRTec「Vit	 enhancer 使ってみました」．福岡，平成 25 年 1 月 26 日．	 

	 

井上	 真：教育セミナー 黄斑手術の基本手技  「後部硝子体剥離の基本手技」．第 35 回

日本手術学会総会，福岡，平成 25 年 1 月 26 日．	 

 
今野 公士：身近な眼瞼、涙道疾患および眼窩疾患.	 西東京眼科医会	 学術講演会，西東京
市，平成 25年 1月 29日． 
	 

山本亜希子：AMDに対するルセンティス治療-3年間の経験をもとに-．第10回Sendagi	 macula	 

senimar，東京，平成24年1月30日．	 

	 

Okada AA：｢Cystoid macular edema in uveitis｣ .｢Posterior uveitis: noninfectious｣ ,｢Differential 

diagnosis of posterior uveitis｣,4th Uveitis Course,cosponsored by the International Uveitis Study Group 

and the International Council of Ophthalmology, Venice, Feb 9-15.2012.  

 
平形明人：糖尿病網膜症治療の現状と課題．東京保険医協会糖尿病症例研究談話会，東京，平

成 25年 2月 13日． 
 
中島史絵、井之川宗右、永本敏之：帯状角膜変性症に対する EDTA 治療の効果と角膜屈折力
への影響．角膜カンファランス 2013，和歌山，平成 25年 2月 14-16日． 
 
中島史絵、井之川宗右、瀧浦俊彦、永本敏之：広汎性発達障害の偏食によるビタミンＡ欠乏に

より眼球乾燥症をきたした１例．角膜カンファランス 2013，和歌山，平成 25年 2月 14-16日． 
 
平形明人：眼底自発蛍光（FAF）の臨床．第 60 回静岡県眼科医会集談会，静岡市，平成 25
年 2月 23日． 



 
平形明人：乳頭ピット及び強度近視に合併する黄斑分離様形態の比較．第 2回名大 OCT勉強
会，名古屋市，平成 25年 3月 2日． 
	 

井上	 真：	 Peripapillary	 staphyloma に伴う網膜剥離	 第 20 回 Midtown	 Retina	 Club．

東京，平成 25 年 3 月 2 日．	 

 
平形明人：脈絡膜腫瘍の診断と対応．新・眼科診療アップデートセミナー2013 in Kyoto, 京都
市，平成 25年 3月 2-3日． 
 
平形明人：乳頭ピット黄斑症候群における眼内液と脳脊髄液の交流の可能性．Retina 
Glaucoma Club 2013，大阪市，平成 25年 3月 9日． 
 
今野 公士：身近な眼瞼、涙道疾患および眼窩疾患.	 参天製薬社内学術講演，立川市，平成
25年 3月 11日． 
 

岡田アナベルあやめ：｢眼炎症疾患：最近のトピックより｣．第 111 回倉敷眼科臨床懇話会，倉

敷，平成 24 年 3 月 14 日．	 

 
平形明人：視神経乳頭部先天異常に伴う網膜剥離～髄液と眼内液の交流の可能性～．第 35 回
大阪医科大眼科セミナー，高槻市，平成 25年 3月 23日． 
 
平形明人：糖尿病網膜症治療の現状と課題．目黒区医師会学術講演会，東京，平成 25 年 3 月
27日． 
 
今野 公士：身近な眼瞼、涙道疾患および眼窩疾患.	 調布眼科医会	 学術講演会，調布市，
平成 25年 3月 28日． 
 
平形明人：糖尿病網膜症治療の現状と課題．北小諸佐久学術講演会，小諸市，平成 25 年 3 月
29日． 
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平形明人：20ゲージ硝子体手術手技．眼科手術 7網膜・硝子体Ⅱ，p177-189, 文光堂，東京，
2012． 

 
平形明人：乳頭ピット黄斑症候群．眼科手術 8網膜・硝子体Ⅱ，p187-196, 文光堂，東京，2012． 
 
平形明人：網膜症治療の現状と課題．月刊糖尿病 Vol.5 No.1，p61-69,	 医学出版，東京，2013． 

 
平形明人：網膜剥離．疾患・症状別今日の治療と看護	 改訂版 3 版，p1372-1376，南江堂，
東京，2013． 
	 

慶野	 博：分子標的治療薬とぶどう膜炎治療	 専門医のための眼科診療クオリファイ	 13	 ぶど

う膜炎を斬る．園田康平編．東京，中山書店，2012．p.130-137．	 

	 

慶野	 博：リウマチから学ぶ各種 TNF 阻害治療薬の使い方とぶどう膜炎への応用	 

専門医のための眼科診療クオリファイ	 13	 ぶどう膜炎を斬る．園田康平編．東京，中山書店，

2012．	 p.138-142．	 



	 

慶野	 博：ぶどう膜炎診療の話題	 Vogt-小柳-原田病の画像診断．Ophthalmic	 Foresight，	 

2012．vol17	 No3．	 

	 

井上	 真．Ⅰ術中 SOS	 B 硝子体手術	 ３網膜嵌頓．	 p51-53．網膜硝子体 SOS．医学書院

2012．	 

	 

井上	 真．Ⅰ術中 SOS	 B 硝子体手術	 ５医原性裂孔（アドバイス）．p65-66．網膜硝子体

SOS．医学書院 2012．	 

	 

井上	 真．Ⅰ術中 SOS	 B 硝子体手術	 １６高度な脈絡膜剥離眼への対処 p120-123．網膜硝

子体 SOS．医学書院 2012．	 
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